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結果、単純撮影はスライダー値 3 番、3phase（後期動脈相、門脈相、平衡相）はスライダー値 7 番、
早期動脈相ではスライダー値10番を用いることとした。CARE kVを用いた場合、CARE kVを用いな
い場合と比較した被ばく線量は、単純では同値、3phase は 20%低減、早期動脈相は 35%の被ばく低減
が可能であった。 
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3．CARE kVのスライダー値 7番で 8名中 8名
が 100kV を選択した。スライダー値 8 番では
8名中 3名が 80kVを選択した。2の結果を踏

















Ⅴ．結   論 
 
 当院の肝臓 Dynamic検査における CARE 
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